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『
桜
川
』
注
釈
（
三
）

吉
田

健
一
・
松
本

麻
子

キ
ー
ワ
ー
ド
＝
『
桜
川
』、
俳
諧
、
風
虎
、
磐
城
、
北
村
季
吟

は
じ
め
に

磐
城
平
藩
藩
主
内
藤
義
概
（
風
虎
）
が
、
松
山
玖
也
に
命
じ
て
編
纂
さ
せ
た
俳
諧
発

句
集
『
桜
川
』
の
注
釈
を
掲
載
す
る
。
本
稿
は
前
号
に
続
い
て
（
三
）
と
し
て
一
〇
一

～
一
五
〇
句
の
注
釈
を
行
っ
た
。
底
本
に
は
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
桜
川

上
下
巻
』

（
加
藤
定
彦
解
説
、
一
九
八
五
年
、
勉
誠
社
）
を
用
い
た
。
翻
刻
に
あ
た
り
、
底
本
の

旧
漢
字
、
異
体
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
底
本
で
仮
名
書
き
と
な
っ
て
い
る
言
葉

の
一
部
を
漢
字
に
改
め
、
統
一
さ
れ
て
い
な
い
表
記
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
し
、
踊
り

字
を
平
仮
名
に
改
め
、
濁
点
の
な
い
も
の
は
濁
点
を
施
し
た
。
こ
れ
ら
を
底
本
ど
お
り

に
復
元
で
き
る
よ
う
、
本
文
に
振
り
仮
名
で
示
し
た
。
ま
た
、
底
本
の
難
読
字
に
は
括

弧
付
き
で
振
り
仮
名
を
付
け
た
。
同
様
に
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
異
な
る
表
記
に
つ
い

て
も
、
括
弧
付
き
で
通
常
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
よ
る
表
記
を
示
し
た
。
各
句
に
は
連

番
で
番
号
を
付
し
た
。

引
用
し
た
和
歌
と
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
、
『
私
家
集
大
成
』
に
よ
る
。
引

用
し
た
俳
諧
の
句
番
号
は
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
日
本
文
学
Ｗ
ｅ

ｂ
図
書
館
」
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
付
し
た
。
引
用
文
献
に
お
い
て
も
、
一

部
平
仮
名
を
漢
字
に
改
め
、
踊
り
字
を
平
仮
名
に
し
、
濁
点
を
補
い
、
漢
詩
文
に
は
訓

点
を
付
し
た
箇
所
が
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
句
は
す
べ
て
新
春
の
句
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
季
語
に
つ
い
て
は
特
に
指
摘
し
な
か
っ
た
。
〔
作
者
〕
欄
の
作
者
名
及
び
作
者
略

歴
に
つ
い
て
は
、
前
号
に
掲
載
さ
れ
た
者
は
省
略
し
、
初
出
の
者
に
つ
い
て
の
み
記
し

た
。
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
桜
川

下
巻
』
巻
末
の
「
作
者
索
引
」
、
角
川
書
店
『
俳

文
学
大
辞
典
』
、
『
誹
家
大
系
図

古
風
談
林
正
風
』
（
雲
英
末
雄
編
、
一
九
九
七
年
、

青
裳
堂
書
店
、
『
誹
家
大
系
図
』
は
大
系
図
と
略
）
、『
寛
文
比
誹
諧
宗
匠
并

素

人

名
誉
人
』
（
野

間
光
辰
、
「
連
歌
誹
諧
研
究
」
十
七
、
一
九
五
八
年
十
二
月
、
名
誉
人
と
略
）
他
を
参

照
し
た
。
ま
た
、
『
桜
川
』
に
入
集
す
る
句
数
を
挙
げ
た
。
句
集
『
桜
川
』
に
つ
い
て

は
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
桜
川

下
巻
』
の
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
の
注
釈
は

吉
田
が
担
当
し
、
松
本
が
最
終
的
な
加
筆
・
修
正
を
行
っ
た
。

〈
桜
川
・
春
一
〉

餅
花
や
柳
は
み
ど
り
花
の
春

は
な

101

大
阪
住
鶴
永

〔
句
意
〕
桜
を
思
わ
せ
る
餅
花
が
付
い
た
柳
は
緑
色
に
見
え
ま
す
。
「
柳
桜
を
こ
き
ま

ぜ
て
」
と
歌
に
詠
ま
れ
た
花
咲
く
春
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
餅
花

正
月
や
小
正
月
な
ど
に
、
藁
や
柳
・
竹
・
桑
な
ど
の
木
の
枝
に
餅

を
ち
ぎ
っ
て
つ
け
、
桜
の
花
に
見
立
て
て
飾
っ
た
も
の
。
「
餅
花
」
と
「
柳
」
を
詠
む

句
例
に
、
「
餅
花
は
柳
を
台
に
継
木
か
な
」
（
続
境
海
草
・
一
四
二
七
・
巽
翁
）
、
「
餅

花
の
果
は
し
だ
る
る
柳
哉
」
（
露
川
・
一
七
八
・
露
川
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
柳
は
み
ど

り

柳
と
桜
を
詠
ん
だ
歌
「
見
わ
た
せ
ば
柳
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て
都
ぞ
春
の
錦
な
り
け

る
」
（
古
今
集
・
春
歌
上
・
五
六
・
素
性
）
に
拠
る
表
現
。
「
柳
は
み
ど
り
」
と
表
現

吉
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し
た
句
例
に
、
「
駄
賃
付
さ
だ
め
の
通
り
雪
消
え
て
／
柳
は
み
ど
り
人
は
祖
父
祖
母(

安

昌)

」
（
俳
諧
当
世
男
・
三
四
九
／
三
五
〇
）
、
「
是
御
僧
柳
は
緑
は
な
は
色
」
（
二
葉
集

・
三
八
七
・
益
翁
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
大
阪
住
鶴
永
（
摂
津
・
大
坂
）

鶴
永
は
西
鶴
初
号
。
一
句
。

葺
く
藁
や
の
ち
は
あ
く
た
に
花
の
春

ふ

わ
ら

102

大
阪
住
董
信

〔
句
意
〕
正
月
、
門
口
に
敷
く
藁
も
や
が
て
芥
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
ひ
と
ま
ず

花
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
葺
く
藁
や

正
月
に
門
口
に
敷
く
新
し
い
藁
。
新
年
の
季
語
。
「
葺
く
」

は
「
福
」
を
掛
け
る
。
「
吹
く
藁
」
の
句
例
に
「
吹
く
藁
や
塵
に
ま
じ
わ
る
神
の
春
」

（
延
宝
元
年
〈
一
六
七
三
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
六
〇
四
・
正
輝
）
が
あ
る
。
◇
あ
く
た

腐
っ
た
り
汚
く
な
っ
た
り
な
ど
し
て
打
ち
捨
て
ら
れ
て
い
る
も
の
。
「
あ
く
た
」
を

詠
ん
だ
歌
例
に
「
散
り
ぬ
れ
ば
の
ち
は
あ
く
た
に
な
る
花
を
思
ひ
知
ら
ず
も
ま
ど
ふ
蝶

か
な
」
（
古
今
集
・
物
名
・
四
三
五
・
遍
照
）
が
あ
り
、
本
句
は
こ
の
和
歌
を
本
歌
と

し
た
。
な
お
、
句
例
に
、
「
散
り
ぬ
れ
ど
あ
く
た
に
な
ら
ぬ
花
火
哉
」
（
境
海
草
・
五

七
五
・
云
捨
）
、
「
女
郎
花
負
ひ
行
く
風
や
あ
く
た
川
」
（
江
戸
広
小
路
・
二
七
三
・
柴

女
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
大
阪
住
董
信
（
摂
津
・
大
坂
）

一
六
句
。

野
州
宇
都
宮
に
て

住
め
ば
是
も
う
つ
の
み
や
こ
ぞ
花
の
春

す

103

鈴
木
重
徳

〔
句
意
〕
住
ん
で
み
る
と
、
こ
の
宇
都
宮
こ
そ
本
当
の
都
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
き
て
、

こ
こ
で
花
の
春
を
迎
え
て
い
ま
す
。

〔
解
釈
〕
◇
住
め
ば
是
も

住
ん
で
み
る
と
こ
の
場
所
も
、
の
意
。
歌
例
に
「
君
住
め

ば
こ
こ
も
雲
井
の
月
な
れ
ど
な
ほ
恋
し
き
は
都
な
り
け
り
」
（
千
載
集
・
異
本
歌
・
一

二
九
〇
・
左
馬
頭
行
盛
）
が
あ
り
近
い
。
◇
う
つ
の
み
や
こ
ぞ

現
実
の
都
で
あ
る
、

の
意
の
「
う
つ
の
都
」
と
「
宇
都
宮
」
を
掛
け
る
。
「
う
つ
の
…
」
は
、
「
都
に
も
い

ま
や
衣
を
宇
津
の
山
夕
し
も
払
ふ
蔦
の
下
道
」
（
新
古
今
集
・
羇
旅
歌
・
九
八
二
・
定

家
）
の
歌
例
の
よ
う
に
、
『
伊
勢
物
語
』
の
「
駿
河
な
る
宇
津
の
山
べ
の
う
つ
つ
に
も

夢
に
も
人
に
あ
は
ぬ
な
り
け
り
」
を
踏
ま
え
「
宇
津
山
」
と
す
る
の
が
一
般
。
た
だ

し
、
本
句
は
詞
書
に
あ
る
よ
う
に
「
宇
都
宮
」
と
し
た
点
が
眼
目
な
の
で
あ
ろ
う
。

〔
作
者
〕
鈴
木
重
徳
（
国
不
知
）

一
句
。

試
筆
に
も
ち
ら
し
書
せ
し
花
の
春

104

桜
井
玄
玖

〔
句
意
〕
書
初
め
の
際
に
、
桜
の
花
が
散
る
さ
ま
を
思
わ
せ
る
優
雅
な
ち
ら
し
書
き
を

し
た
花
の
春
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
試
筆

「
始
筆
」
と
も
。
書
初
め
の
こ
と
。
新
年
の
季
語
。
句
例
に
「
童

部
ら
し
き
長
歌
反
歌
も
試
筆
か
な
」
（
承
応
三
年
〈
一
六
五
四
〉
歳
旦
発
句
集
・
六
四

四
・
季
吟
）
が
あ
る
。
◇
ち
ら
し
書

懐
紙
や
短
冊
な
ど
に
和
歌
や
手
紙
な
ど
を
行
の

頭
を
揃
え
ず
に
散
ら
し
て
書
く
こ
と
。
「
ち
ら
し
」
は
花
の
縁
語
。
句
例
に
「
返
事
に

は
主
あ
る
花
の
ち
ら
し
書
」
（
続
山
井
・
六
一
八
・
季
吟
）
、
「
風
の
手
も
い
ろ
は
の
後

や
ち
ら
し
書
」
（
毛
吹
草
・
一
八
九
五
・
正
次
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
桜
井
玄
玖
（
下
野
・
宇
都
宮
）

一
〇
句
。

堯
と
舜
と
禹
ご
か
ぬ
御
代
や

三

の
春

（
み
つ
）

105

観
世
吟
葉
子

〔
句
意
〕
中
国
古
代
の
聖
王
と
し
て
知
ら
れ
る
堯
・
舜
・
禹
の
よ
う
に
、
治
世
に
揺
ら

ぎ
の
な
い
御
代
の
中
で
初
春
、
仲
春
、
晩
春
と
続
く
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
堯
と
舜
と
禹
ご
か
ぬ

堯
・
舜
・
禹
は
伝
説
上
の
中
国
古
代
の
聖
王
。
句

例
に
「
堯
舜
の
御
代
に
も
こ
ゆ
る
今
年
か
な
」
（
続
山
井
・
一
一
六
八
・
貞
徳
）
が
あ

る
。
「
禹
ご
か
ぬ
」
は
「
動
か
ぬ
」
を
掛
け
る
。
「
動
か
ぬ
」
と
「
御
代
」
を
結
ん
だ

句
例
に
「
東
風
に
動
か
ぬ
松
や
御
代
の
春
」
（
貞
徳
誹
諧
記
・
五
〇
四
・
加
友
）
が
あ

る
。
◇
三
の
春

「
三
春
」
は
初
春
、
仲
春
、
晩
春
の
総
称
。
春
の
三
箇
月
の
こ
と
。

い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
五
号
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春
の
季
語
。
「
三
の
春
」
は
「
三
春
」
に
同
じ
。
読
み
方
は
、
こ
こ
で
は
「
満
つ
」
と

掛
け
て
「
み
つ
の
は
る
」
と
読
む
。
「
三
の
春
」
の
例
と
し
て
「
三
の
春
は
清
く
き
よ

き
ぞ
門
の
松
」
（
貞
徳
誹
諧
記
・
五
一
三
・
蝶
々
子
）
、
「
つ
い
た
ち
の
一
ふ
り
や
雪
三

の
春
」（
同
・
五
二
六
・
利
貞
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
観
世
吟
葉
子
（
山
城
・
京
）

四
句
。

万
機
あ
り
一
日
二
日
み
つ
の
春は
る

106

小
田
部
福
胤

〔
句
意
〕
新
年
早
々
、
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
あ
り
、
あ
わ
た
だ
し
く
一
日
、
二
日
、

三
日
と
過
ご
し
て
い
る
う
ち
に
、
春
が
す
っ
か
り
到
来
し
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
万
機

一
日
の
中
で
起
き
る
様
々
な
出
来
事
。
転
じ
て
、
重
要
な
政
務
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
我
が
后
一
日
の
沢
、
万
機
の
余
り
、
曲
水
遙
か
な
り
と
雖
も

き
み

」
（
三
九
・
菅
原
道
真
）
の
「
万
機
の
余
り
」
は
「
（
我
が
君
の
）
政
務
の
合
間
に
」

と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
句
を
踏
ま
え
た
か
。
本
句
の
「
万
機
」
は
本
来
の

「
様
々
な
出
来
事
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
「
万
機
」
を
用
い
た
句
例
は
見
出
せ
な

い
。
◇
一
日
二
日

こ
の
言
い
回
し
を
用
い
た
句
例
に
「
養
子
婿
一
日
二
日
の
も
の
思

ひ
」
（
陸
奥
鵆
・
一
四
八
・
氷
花
）
が
あ
る
。
ま
た
、
「
元
日
二
日
」
を
用
い
た
句
例

に
、
時
代
は
下
る
が
、
「
元
日
二
日
京
の
す
み
ず
み
霞
み
け
り
」
（
蕪
村
発
句
〈
落
日

庵
〉
・
一
四
九
一
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
み
つ
の
春

「
み
つ
」
は
「
（
初
春
、
仲
春
、

晩
春
の
三
つ
の
春
が
）
満
つ
」
の
意
を
掛
け
る
。

参
照
。

105

〔
作
者
〕

古

田
部
福
胤
（
陸
奥
・
岩
城
）

十
二
句
。

（
小
）

お
流
れ
や
二
つ
瓶
子
に
三
つ
の
春

・

み

107

斎
藤
親
盛

〔
句
意
〕
新
年
を
祝
う
宴
で
お
流
れ
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
二
つ
の
瓶
子
が
酒
で
満
た
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
初
春
、
仲
春
、
晩
春
の
三
つ
の
春
が
満
ち
て
い
ま
す
。

〔
解
釈
〕
◇
お
流
れ

酒
席
で
目
上
の
人
か
ら
い
た
だ
く
酒
。
句
例
に
「
お
流
れ
や
千

代
を
八
重
さ
く
菊
の
水
」
（
玉
海
集
・
二
〇
五
三
・
貞
室
）
が
あ
る
。
◇
瓶
子

酒
を

入
れ
て
注
ぐ
た
め
の
口
の
狭
い
瓶
。
句
例
に
「
桃
の
酒
つ
ぎ
し
も
三
日
へ
い
じ
か
な
」

（
山
の
井
戸
・
六
八
四
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
三
つ
の
春

「
み
つ
」
は
「
（
三
つ
の
春

が
）
満
つ
」
と
「
（
瓶
子
に
酒
が
）
満
つ
」
を
掛
け
る
。

参
照
。

105

〔
作
者
〕
斎
藤
親
盛
（
陸
奥
・
二
本
松
）

四
十
句
。

寛
文
八
年
申
正
月
下
旬

何
事
も
か
な
へ
の
あ
し
や
三
つ
の
春

み

108

竹
下
守
正

〔
句
意
〕
鼎
の
三
本
の
足
の
よ
う
に
揺
る
ぎ
の
な
い
治
世
の
下
、
何
事
も
す
べ
て
叶
う

初
春
、
仲
春
、
晩
春
の
三
つ
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
八
年

一
六
六
八
年
。
戊
申
。
◇
何
事
も

こ
の
語
を
用
い
た
句
に

「
何
事
も
祈
れ
ば
庚
申
の
夜
に
」
（
犬
子
集
・
二
五
六
四
・
一
正
）
の
例
が
あ
る
。
◇

か
な
へ

鼎
。
食
物
を
煮
る
の
に
用
い
る
三
足
の
容
器
。
『
犬
子
集
』
の
例
と
同
様
、

「
叶
へ
」
を
掛
け
る
。
他
に
も
、
「
手
水
に
も
塩
馴
衣
袖
ぬ
れ
て
／
神
に
祈
り
の
か
な

へ
是
非
共
（
友
知
）
」
（
時
勢
粧
・
三
二
三
四
／
三
二
三
五
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。
鼎

の
足
は
三
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
三
つ
の
春
」
は
縁
語
で
も
あ
る
。

〔
作
者
〕
竹
下
守
正
（
出
羽
・
山
形
）

三
句
。

か
ら
か
ら
ぬ
世
や
な
め
て
し
る
三
つ
の
春

み

109

門
村
兼
豊

〔
句
意
〕
お
し
な
べ
て
、
そ
れ
ほ
ど
つ
ら
く
も
な
い
こ
の
世
な
の
で
し
ょ
う
か
、
嘗
め

て
み
て
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
蜜
の
よ
う
に
甘
い
味
の
す
る
初
春
、
仲
春
、
晩
春
の
三

つ
の
春
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
。

〔
解
釈
〕
◇
か
ら
か
ら
ぬ

「
か
ら
し
」
は
「
か
ら
き
世
を
う
つ
せ
み
な
く
や
山
椒
の

木
」
（
塵
塚
誹
諧
集
・
二
一
六
・
徳
元
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
生
き
て
ゆ
く
の
が
つ

ら
い
、
の
意
。
「
か
ら
か
ら
ぬ
」
は
そ
の
逆
で
、
仁
政
が
行
き
届
き
、
生
き
て
ゆ
く
の

が
つ
ら
く
も
な
い
、
と
い
う
意
。
◇
な
め
て

「
嘗
め
て
」
と
「
総
じ
て
」
「
お
し
な

べ
て
」
の
意
の
「
な
め
（
べ
）
て
」
を
掛
け
る
。
「
嘗
め
て
」
と
詠
む
句
例
に
「
嘗
め

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
三
）
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て
見
よ
名
も
あ
ぢ
さ
ひ
の
花
の
露
」
（
犬
子
集
・
六
六
四
・
為
松
）
が
あ
る
。
◇
三
つ

の
春

「
み
つ
」
は
「
三
つ
」
と
「
蜜
」
を
掛
け
る
。

参
照
。

105

〔
作
者
〕
門
村
兼
豊
（
武
蔵
・
江
戸
）

卜
養
門
。
江
戸
久
保
町
に
住
む
。
晩
年
は
京

に
住
ん
だ
。
一
六
句
。

三
つ
の
春
是
ぞ
な
に
は
の
事

始

み

は
じ
め

110

江
戸
住
汎
乎

〔
句
意
〕
初
春
、
仲
春
、
晩
春
と
続
く
春
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
名
高
い

難
波
の
事
始
め
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
是
ぞ

語
調
を
強
め
る
意
。
句
例
に
「
丸
く
赤
し
是
ぞ
つ
い
朱
の
盆
の

月
」
（
崑
山
集
・
四
六
五
二
・
長
頭
丸
）
、
「
も
て
来
つ
る
是
ぞ
年
玉
心
玉
」
（
寛
永
一

八
年
〈
一
六
四
一
〉
歳
旦
発
句
集
・
三
九
五
・
宗
房
、
毛
吹
草
・
四
五
六
・
同
）
な
ど

が
あ
る
。
◇
な
に
は

「
難
波
」
は
現
在
の
大
阪
市
、
歌
枕
。
「
名
に
は
」
を
掛
け
、

名
高
い
意
も
含
め
る
か
。
「
心
あ
ら
む
人
に
見
せ
ば
や
津
の
国
の
難
波
わ
た
り
の
春
の

景
色
を
」
（
後
拾
遺
集
・
春
・
四
三
・
能
因
）
の
歌
の
よ
う
に
、
春
の
景
と
と
も
に
詠

ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
句
例
に
も
「
難
波
津
の
春
や
見
物
お
ほ
か
ら
ん
（
犬
子
集
・
三

〇
五
七
）
、
「
是
は
さ
て
難
波
の
浦

谷

春
の
夢
」
（
誹
諧
当
世
男
・
一
一
〇
・
蝶
々

〈
ヤ
〉

子
）
な
ど
が
あ
る
。
世
阿
弥
作
の
「
難
波
」
に
「
難
波
の
事
に
至
る
ま
で
。
豊
か
な
る

代
の
例
こ
そ
。
げ
に
道
広
き
治
め
な
れ
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
意
識
し
た
句
か
。
◇
事
始

新
年
に
、
一
年
の
幸
い
を
祈
り
な
が
ら
最
初
に
諸
事
を
行
な
う
こ
と
。
正
月
の
二
日

以
後
、
幕
府
に
て
諸
事
を
は
じ
め
て
行
う
儀
も
い
う
。
句
例
に
「
初
春
の
な
ど
め
づ
ら

し
き
事
始
」
（
万
治
二
年
〈
一
六
五
九
〉
・
歳
旦
発
句
集
・
七
七
四
・
重
供
）
が
あ

る
。
「
難
波
」
と
結
ん
だ
句
例
に
時
代
は
下
る
が
「
難
波
女
に
何
か
ら
と
は
ん
事
始
」

（
園
女
・
三
二
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
江
戸
住
汎
乎
（
武
蔵
・
江
戸
）

一
句
。

寛
文
十
一
年
亥
四
月
中
旬

天
も
あ
け
つ
国
と
こ
立
し
年

始

と
し
は
じ
め

111

中
畑
時
永

〔
句
意
〕
天
の
戸
が
開
き
、
夜
も
明
け
て
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。
神
代
の
こ
ろ
国
の
は

じ
ま
り
に
常
立
尊
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
名
の
よ
う
に
い
つ
ま
で
も
続
く
年
の

始
め
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
十
一
年

一
六
七
一
年
。
辛
亥
。
◇
天
も
あ
け
つ

「
天
」
は
空

あ
ま

の
意
。
「
天
の
戸
」
を
開
け
、
夜
が
明
け
た
と
詠
む
歌
例
は
「
天
の
戸
を
お
し
あ
け
が

た
の
雲
間
よ
り
神
代
の
付
き
の
影
ぞ
残
れ
る
」
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
五
四
七
・
藤

原
良
経
）
の
よ
う
に
多
い
。
本
句
も
、
戸
が
開
い
て
夜
が
明
け
た
、
新
春
を
迎
え
た
の

意
と
解
せ
る
か
。
た
だ
し
、
「
天
も
あ
け
つ
」
と
し
た
歌
例
・
句
例
は
見
出
せ
な
い
。

◇
国
と
こ
立
し

『
古
事
記
』
に
よ
れ
ば
、
天
地
開
闢
の
際
に
「
国
之
常

立

神
」
が

く
に
の
と
こ
た
ち
の
か
み

現
れ
た
と
さ
れ
る
。
常
に
存
在
す
る
、
い
つ
ま
で
も
続
く
、
の
意
味
か
。
歌
例
に
は
、

「
天
慶
六
年
同
竟
宴
歌
、
国
常
立
尊
」
の
詞
書
で
、
「
天
の
下
を
さ
む
る
は
じ
め
結
び

お
き
て
よ
ろ
づ
世
ま
で
に
た
え
ぬ
な
り
け
り
」
（
新
勅
撰
集
・
神
祇
・
五
四
一
・
大
江

維
時
）
が
あ
る
。
句
例
に
「
今
朝
し
る
や
国
常
立
の
御
代
の
春
」
（
寛
永
一
七
年
〈
一

六
四
〇
〉
歳
旦
発
句
集
・
三
六
一
・
立
圃
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
中
畑
可
望
子

時
永
（
陸
奥
・
須
賀
川
）

二
句
。

天
運
や
循
寛
文
の
年

始

と
し
は
じ
め

112

宮
内
友
也

〔
句
意
〕
世
の
移
り
変
わ
り
に
よ
り
時
は
め
ぐ
り
、
寛
文
と
い
う
年
の
始
め
を
迎
え
ま

し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
天
運
循
寛

「
天
運
」
は
、
世
の
め
ぐ
り
合
わ
せ
、
世
の
移
り
変
わ
り
。

『
大
学
』
に
「
天
運
循
環
、
往
き
て
復
ら
ざ
る
な
し
」
（
章
句
序
）
と
あ
り
、
こ
れ
を

踏
ま
え
た
も
の
。
歌
例
、
句
例
と
も
に
見
い
だ
せ
な
い
が
、
山
岡
元
隣
『
宝
蔵
』
の

「
分
廻
」
の
項
に
付
け
ら
れ
た
狂
詩
の
結
句
に
「
天

運
循

環
大
分

回

」
と
あ

〈
テ
ン
ウ
ン
ジ
ユ
ン
ク
ハ
ン
ヲ
ホ
ブ
ン
マ
ハ
シ
〉

る
。
◇
循
寛
文

「
循
環
」
と
「
寛
文
」
を
合
わ
せ
た
言
い
方
。
「
寛
文
」
を
用
い
た

句
の
例
に
「
寛
文
や
七
年
よ
ろ
し
今
日
の
春
」
（
寛
文
七
年
〈
一
六
六
七
〉
歳
旦
発
句

集
・
一
一
六
七
・
空
存
）
、
「
寛
文
や
八
百
万
代
の
神
の
春
」
（
寛
文
八
年
〈
一
六
六

い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
五
号
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八
〉
同
・
一
二
〇
七
・
友
貞
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
宮
内
友
也
（
摂
津
・
大
坂
）

四
三
句
。

寛
文
七
年
に

寛
文
七
年
未
正
月
上
旬

寛
文
や
七
つ
の
こ
と
し
読

始

よ
み
は
じ
め

113

橋
本
富
長

〔
句
意
〕
寛
文
も
七
年
を
迎
え
た
今
年
の
正
月
、
七
歳
に
な
っ
た
子
が
読
始
を
行
い
ま

し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
七
年

一
六
六
七
年
。
丁
未
。
◇
読
始

書
物
な
ど
を
読
み
始
め
る

こ
と
。
句
例
に
「
程
も
な
く
は
た
ち

一

と
せ
つ
い
立
ち
て
／
葵
の
巻
を
よ
み
は
じ

（
ひ
と
）

め
け
り
」
（
正
章
千
句
・
九
一
五
／
九
一
六
・
正
章
）
が
あ
る
。
ま
た
、
新
年
に
は
じ

め
て
書
物
を
読
む
こ
と
を
、
「
読
初
」
と
も
言
う
。
句
例
に
「
読
初
や
源
氏
の
奥
義
三

よ
み
ぞ
め

ケ
日
」
（
万
治
元
年
〈
一
六
五
八
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
六
五
八
・
由
雪
）
、
「
読
初
や
聖

の
代
と
て
き
り
ん

経

」
が
あ
る
。

（
き
や
う
）

〔
備
考
〕
時
勢
粧
・
一
〇
二
〇
に
同
じ
作
者
の
同
一
句
が
見
え
る
。

〔
作
者
〕
橋
本
富
長
（
山
城
・
京
）
京
の
人
。
後
、
江
戸
に
移
る
。
二
二
一
句
。

万
句
巻
頭

寛
文
六
年
七
月
中
旬

御
代
は
万
句
ま
づ
巻
頭
の
こ
と
し
哉

114

北
村
季
吟

〔
句
意
〕
あ
な
た
さ
ま
の
治
世
に
、
長
く
続
く
万
句
の
巻
頭
の
句
の
よ
う
な
、
今
年
も

最
初
の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
六
年

一
六
六
六
年
。
丙
午
。
◇
御
代

為
政
者
の
治
世
を
言
祝
ぐ

表
現
。
た
だ
し
、
次
に
示
し
た
よ
う
に
、
弟
子
の
元
隣
が
総
称
と
し
て
独
立
し
、
俳
諧

の
世
界
で
活
躍
す
る
世
を
含
意
す
る
か
。
◇
万
句

連
歌
・
俳
諧
の
形
式
。
治
世
が
長

く
続
く
さ
ま
を
意
味
す
る
か
。
『
宝
蔵
』
に
季
吟
作
と
し
て
「
元
隣
万
句
興
行
に
」
と

題
す
る
同
一
句
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
本
句
は
そ
の
折
に
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
ほ
か
、
「
元
隣
万
句
」
に
関
す
る
句
と
し
て
、
「
元
隣
万
句
に
」
と
い
う
詞

書
の
あ
る
「
百
け
い
は
や
る
九
重
の
春
／
酒
盛
は
花

有

所
々
に
て
」
（
続
山
井
・
一

〈
ア
ル
〉

一
六
／
一
一
七
・
湖
春
）
、
「
元
隣
千
句
の
後
万
句
催
し
け
れ
ば
」
と
い
う
詞
書
の
あ

る
「
月
弓
も
後
ば
り
な
れ
や
三
ヶ
の
空
」
（
続
山
井
・
四
一
九
四
・
元
恕
）
が
あ
る
。

〔
備
考
〕
宝
蔵
・
一
四
七
に
同
じ
作
者
の
同
一
句
が
見
え
る
。

〔
作
者
〕
北
村
季
吟
（
山
城
・
京
）

一
三
九
句
。

寛
文
十
一
年
亥
正
月
上
旬

明
け
て

我

年
と
り
物
や
こ
の
一
句

・

（
わ
が
）
と
し

も
の

此

115

北
村
湖
春

〔
句
意
〕
年
が
明
け
た
な
ら
ば
、
自
分
の
正
月
用
の
品
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
一

句
を
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
十
一
年

一
六
七
一
年
。
辛
亥
。
◇
明
け
て

年
が
明
け
て
。
句
例

に
「
明
け
て
今
朝
耳
よ
り
と
し
ぞ
若
夷
」
（
寛
文
一
一
年
〈
一
六
七
一
〉
歳
旦
発
句
集

・
一
四
一
九
・
来
安
）
が
あ
る
。
◇
年
と
り
物

年
の
暮
に
用
意
す
る
正
月
の
飾
物
や

必
要
品
の
こ
と
。
『
虎
明
本
狂
言
』
の
「
米
市
」
に
、
「
そ
れ
に
付
て
思
ひ
出
た
。
い

つ
も
年
と
り
物
を
や
る
も
の
を
い
か
な
ん
だ
か
」
と
あ
る
。
時
代
は
下
る
が
、
「
日
の

春
を
さ
す
が
に
鶴
の
歩
み
か
な
（
其
角
）
」
を
立
句
と
し
て
、
芭
蕉
ら
が
貞
享
三
年
新

春
に
興
行
し
た
百
韻
「
初
懐
紙
」
と
前
半
五
十
韻
に
評
注
を
加
え
た
も
の
に
、
「
つ
れ

な
き
ひ
じ
り
野
に
笈
を
解
く
（
枳
風
）
／
人
あ
ま
た
年
と
り
物
を
か
つ
ぎ
行
く
（
楊

水
）
／
こ
の
句
、
又
秀
逸
な
り
。
聖
の
宿
か
り
か
ね
た
る
夜
を
、
大
晦
日
の
夜
に
思
ひ

つ
く
也
。
ま
づ
珍
重
。
聖
は
野
に
臥
し
侘
び
た
る
に
、
世
に
あ
る
人
は
年
と
り
物
を
か

つ
ぎ
は
こ
ぶ
体
、
近
頃
骨
折
り
也
」（
四
八
／
四
九
）
と
あ
る
。

〔
備
考
〕
寛
文
一
一
年
〈
一
六
七
一
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
四
一
〇
に
同
じ
作
者
の
同
一

句
が
見
え
る
。

〔
作
者
〕
北
村
湖
春
（
山
城
・
京
）

五
三
句
。

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
三
）
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寛
文
八
年
申
正
月
下
旬

今
朝
や
年
立
の
三
点
横
が
す
み

と
し
た
つ

116

武
野
保
俊

〔
句
意
〕
今
朝
か
ら
新
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
辰
の
刻
の
三
点
ご
ろ
、
横
が
す
み
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
八
年

一
六
六
八
年
。
戊
申
。
◇
今
朝

こ
こ
で
は
元
日
の
朝
。
句

例
に
「
今
朝
や
春
あ
つ
さ
り
さ
つ
と
一
か
す
み
」
（
慶
安
二
年
〈
一
六
四
九
〉
歳
旦
発

句
集
・
五
二
二
・
季
吟
）
、
「
今
朝
や
春
た
つ
年
波
の
帰
り
花
（
寛
文
四
年
〈
一
六
六

四
〉
同
・
九
七
〇
・
常
辰
）
が
あ
る
。
◇
年
立

新
し
い
年
が
始
ま
る
こ
と
。
「
立
」

と
し
た
つ

は
「
辰
」
を
掛
け
る
。
◇
三
点

更
点
法
に
よ
る
時
刻
の
数
え
方
。
◇
横
が
す
み

横

に
棚
引
い
た
霞
。
歌
例
に
「
三
輪
の
山
ふ
も
と
め
ぐ
り
の
横
が
す
み
し
る
し
の
杉
ぞ
う

れ
な
か
く
し
そ
」
（
夫
木
抄
・
五
二
七
・
源
仲
正
）
、
句
例
に
「
山
と
山
の
頭
や
頸

引

（
く
び
き
）

の
横
が
す
み
」
（
崑
山
集
・
五
五
八
・
保
友
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
武
野
保
俊
（
摂
津
・
大
坂
）

五
一
句
。

盞

も
我
が
身
に
つ
も
る
年
始
か
な

（
さ
か
づ
き
）

わ
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高
滝
以
仙

〔
句
意
〕
杯
を
交
わ
し
な
が
ら
、
自
分
の
身
に
積
も
っ
て
ゆ
く
歳
月
の
重
み
を
感
じ
る

年
の
始
め
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇

盞

句
例
は
「
杯
も
い
た
だ
く
霜
や
翁
草
」
（
時
勢
粧
・
四
一
八
・

（
さ
か
づ
き
）

水
野
林
元
）
、
「
杯
も
詩
作
も
う
か
ぶ
流
れ
か
な
」
（
毛
吹
草
・
一
〇
六
九
・
安
清
）
な

ど
多
数
あ
る
。
◇
我
が
身
に
つ
も
る

重
ね
た
盞
が
我
が
身
に
降
り
積
も
る
意
。
類
似

し
た
言
い
回
し
の
歌
例
に
「
大
方
に
過
ぐ
る
月
日
を
眺
め
し
は
我
が
身
に
年
の
積
も
る

な
り
け
り
」
（
新
古
今
集
・
雑
歌
上
・
一
五
八
七
・
慈
覚
）
が
、
句
例
に
「
年
徳
や
我

身
に
つ
も
る
老
の
春
」
（
年
代
不
知
歳
旦
発
句
集
・
三
三
一
・
泰
重
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
高
滝
以
仙
（
摂
津
・
大
坂
）

旧
姓
山
崎
。
堺
に
生
ま
れ
、
後
に
大
坂
に
住

む
。
初
め
令
徳
門
、
後
、
宗
因
門
。
八
一
句
。

寛
文
十
一
年
亥
正
月
下
旬

世
は
静
舞
ひ
出
る
日
の
は
じ
め
哉

ま

118

梶
山
宗
吾

〔
句
意
〕
世
の
中
は
静
か
で
、
そ
こ
に
静
御
前
が
舞
い
出
る
よ
う
に
今
年
最
初
の
日
が

昇
り
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
十
一
年

一
六
七
一
年
。
辛
亥
。
◇
静

世
が
静
か
な
さ
ま
と
、

「
舞
ひ
出
る
」
と
続
く
こ
と
か
ら
、
源
義
経
の
妾
で
あ
っ
た
静
御
前
を
掛
け
る
。
静
御

前
を
詠
む
句
例
に
「
花
に
舞
ふ
胡
蝶
は
芳
野
静
か
な
」
（
崑
山
集
・
一
八
〇
〇
・
長
頭

丸
）
が
あ
る
。
◇
舞
ひ
出
る

朝
日
が
舞
い
出
る
、
と
詠
ん
だ
句
例
に
「
舞
出
る
朝
日

や
野
辺
の
露
は
ら
ひ
」
（
ゆ
め
み
草
・
一
六
四
九
・
好
道
）
が
あ
る
。
◇
日
の
は
じ
め

一
年
の
始
め
の
こ
と
。
句
例
に
「
日
の
始
祝
へ
十
二
の
鏡
餅
」
（
寛
文
四
年
〈
一
六

六
四
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
〇
〇
一
・
正
倫
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
梶
山
宗
吾
（
摂
津
・
大
坂
）
貞
徳
門
。
保
友
と
号
す
。
一
八
句
。

千
々
の
祝
儀
ひ
と
つ
の
春
の
始
か
な

119

石
田
未
琢

〔
句
意
〕
さ
ま
ざ
ま
な
祝
い
の
品
々
も
こ
の
一
つ
の
春
の
到
来
に
は
敵
い
ま
せ
ん
で
し

ょ
う
、
め
で
た
い
年
の
始
ま
り
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
千
々
の

さ
ま
ざ
ま
な
、
の
意
。
歌
例
に
「
千
々
の
色
に
移
ろ
ふ
ら
め
ど

知
ら
な
く
に
心
し
秋
の
紅
葉
な
ら
ね
ば
」
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
二
六
・
よ
み
人
し
ら

ず
）
、
句
例
に
「
両
方
に
立
つ
門
松
や
千
々
の
春
」
（
崑
山
集
・
一
六
二
・
直
昌
）
な

ど
が
あ
る
。
◇
祝
儀

祝
い
の
場
で
贈
ら
れ
る
金
品
。
句
例
に
「
い
つ
迄
も

粽

の

（
ち
ま
き
）

祝
儀
久
し
か
れ
」
（
貞
徳
誹
諧
記
・
三
九
三
・
重
頼
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
ひ
と
つ
の
春

一
つ
し
か
な
い
春
、
の
意
。
「
千
々
の
」
の
対
。
歌
例
に
、
『
伊
勢
物
語
』
第
九
十

四
段
の
、
女
の
も
と
に
通
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
男
が
未
練
が
ま
し
く
女
に
送
っ
た

「
秋
の
夜
は
春
日
忘
る
る
も
の
な
れ
や
か
す
み
に
き
り
や
千
重
ま
さ
る
ら
む
」
と
い
う

歌
に
対
す
る
女
の
返
歌
「
千
々
の
秋
ひ
と
つ
の
春
に
む
か
は
め
や
紅
葉
も
花
も
と
も
に

こ
そ
散
れ
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
本
歌
と
し
た
句
。
ま
た
、
こ
の
『
伊
勢
物
語
』
の
歌
を

い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
五
号
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本
歌
と
し
て
新
春
の
句
を
詠
ん
だ
例
に
、
「
む
か
は
め
や
ひ
と
つ
の
春
に
若
戎
」
（
時

勢
粧
・
一
三
七
・
志
賀
俊
安
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
石
田
未
琢
（
武
蔵
・
江
戸
）

一
五
句
。

寛
文
九
年
丙
六
月
中
旬

来
る
春
や
道
を
た
が
へ
ぬ
君
子
国

120

伊
藤
永
倫

〔
句
意
〕
春
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
道
を
違
え
る
こ
と
の
な
い
君
子
が
治
め
て
い
る
国

に
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
九
年

一
六
六
九
年
。
己
酉
。
◇
来
る
春

春
が
来
る
こ
と
、
新

春
。
句
例
に
「
道
し
り
て
来
る
春
や
老
の
午
の
歳
」
（
崑
山
集
・
四
四
・
不
白
居
士
）

が
あ
る
。
◇
道
を
た
が
へ
ぬ

人
の
道
を
誤
ら
な
い
、
の
意
。
「
道
」
の
句
例
に
「
さ

ほ
姫
も
し
た
が
ふ
道
や
三
ヶ
日
」
（
寛
文
八
年
〈
一
六
六
八
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
二
二

七
・
流
味
）
が
、
「
た
が
へ
ぬ
」
の
句
例
に
「
元
日
の
例
を
た
が
へ
ぬ
家
の
中
」
（
俳

諧
塵
塚
・
一
七
九
・
立
圃
）
が
あ
る
。
◇
君
子
国

君
子
す
な
わ
ち
立
派
な
人
物
が
治

め
て
い
る
国
。
句
例
に
「
門
松
の
あ
ら
は
す
徳
や
君
子
国
」
（
寛
文
五
年
〈
一
六
六

五
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
〇
一
三
・
似
空
）
、
「
行
く
先
に
さ
ち
あ
る
春
や
君
子
国
」
（
寛

文
一
二
年
〈
一
六
七
二
〉
同
・
一
四
九
二
・
国
信
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
伊
藤
永
倫
（
伊
勢
・
山
田
）

六
句
。

来
る
春
や
ど
こ
か
ら
ど
こ
も
一
日
路

121

土
岐
近
之

〔
句
意
〕
新
春
は
こ
こ
か
ら
そ
こ
ま
で
、
一
日
で
来
る
こ
と
が
で
き
る
あ
た
り
ま
で
や

っ
て
来
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
ど
こ
か
ら
ど
こ
も

こ
こ
か
ら
そ
こ
ま
で
、
の
意
。
歌
例
に
は
見
ら
れ
な

い
表
現
。
句
例
に
「
馬
つ
ぎ
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
と
定
ま
り
て
」
（
正
章
千
句
・
九
四
五

・
正
章
）
が
あ
る
。
◇
一
日
路

一
日
で
着
く
行
程
の
こ
と
。
こ
れ
も
俳
諧
の
例
に
の

み
見
ら
れ
る
。
句
例
に
「
大
名
の
跡
に
さ
が
つ
て
一
日
路
」
（
宗
因
七
百
韻
・
二
一

四
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
土
岐
近
之
（
尾
張
・
名
古
屋
）

二
十
七
句
。

立
春
の
人
の

姿

や
真
の
文
字

す
が
た

122

木
村
好
与

〔
句
意
〕
春
を
迎
え
た
日
の
人
の
姿
は
、
書
き
初
め
と
し
て
書
く
真
名
の
文
字
に
顕
れ

る
こ
と
て
す
。

〔
解
釈
〕
◇
人
の
姿

人
身
。
歌
例
に
「
受
け
が
た
き
人
の
姿
に
浮
か
び
出
で
て
懲
り

ず
や
た
れ
も
ま
た
沈
む
べ
き
」
（
新
古
今
集
・
雑
歌
下
・
一
七
五
一
・
西
行
）
が
、
句

例
に
時
代
は
や
や
下
る
が
「
物
お
も
ふ
人
の
姿
や
朧
月
」
（
陸
奥
鵆
・
三
二
九
・
不

碩
）
が
あ
る
。
◇
真
の
文
字

真
名
す
な
わ
ち
漢
字
の
こ
と
。
「
書
初
に
詩
や
真
名
鶴

の
千
代
の
春
」
（
承
応
二
年
〈
一
六
五
三
〉
歳
旦
発
句
集
・
六
二
四
・
貞
成
）
の
句
例

の
よ
う
に
、
正
月
に
行
う
書
き
初
め
の
漢
字
を
言
う
か
。
「
文
字
」
と
「
立
春
」
を
用

い
た
句
に
「
立
春
や
歳
日
の
下
に
一
文
字
」
（
万
治
三
年
〈
一
六
六
〇
〉
歳
旦
発
句
集

・
八
〇
九
・
常
辰
）
が
あ
る
。

〔
備
考
〕
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
歳
旦
発
句
集
・
一
三
六
二
に
同
じ
作
者
の
同
一

句
が
見
え
る
。

〔
作
者
〕
木
村
好
与
（
山
城
・
京
）

立
圃
門
。
一
句
。

寛
文
七
暦
元
日
子
日
二
月
壬
有
け
れ
ば

立
春
は
け
ふ
百
廿
日
鼠
か
な

123

京
住
祖
白

〔
句
意
〕
立
春
の
今
日
、
子
が
生
ま
れ
て
百
二
十
日
目
を
迎
え
、
お
食
い
初
め
の
祝
い

を
し
ま
し
た
。
子
を
孕
み
や
す
い
鼠
の
よ
う
に
、
次
々
と
子
宝
に
恵
ま
れ
た
い
も
の
で

す
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
七
年

一
六
六
七
年
。
丁
未
。
こ
の
年
の
元
日
は
丙
子
。
二
月
は
七

日
（
壬
子
）
、
十
七
日
（
壬
戌
）
、
二
十
七
日
（
壬
申
）
が
壬
の
日
。
ま
た
、
こ
の
年

の
立
春
は
一
月
一
五
日
。
◇
百
廿
日

『
類
舩
集
』
「
五
器
」
の
項
に
「
生
れ
子
の
百

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
三
）
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廿
日
め
は
く
ひ
ぞ
め
と
て
五
器
を
も
と
む
る
事
也
。
正
月
に
は
先
う
る
し
く
さ
き
に
す

は
り
て
い
は
ふ
事
也
」
と
あ
る
。
◇
廿
日
鼠

ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
の
こ
と
。
句
例
に
、

「
細
き
月
の
今
宵
は
廿
日
鼠
哉
」
（
玉
海
集
・
一
八
八
五
・
重
光
）
、
「
廿
日
鼠
見
え
し

君
か
も
猫
の
妻
」（
江
戸
広
小
路
・
一
一
九
・
破
衾
子
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
京
住
祖
白
（
山
城
・
京
）

一
句
。

江
戸
鉄
砲
洲
筑
地
の
新
宅
に
て

立
春
の
家
も
に
ゐ
ば
り
つ
き
地
か
な

124

半
井
慶
友

〔
句
意
〕
立
春
を
新
治
筑
波
で
は
な
い
が
、
築
地
に
建
て
た
新
し
い
家
で
迎
え
ま
し

た
。

〔
解
釈
〕
◇
に
ゐ
は
り
つ
き
地

「
に
ゐ
ば
り
」
は
、
新
墾
、
新
し
く
開
墾
す
る
こ

と
。
詞
書
に
あ
る
よ
う
に
、
本
句
で
は
「
築
地
」
に
家
を
新
築
し
た
こ
と
を
指
す
。
ま

た
、
常
陸
国
の
地
名
「
新
治
」
を
掛
け
る
。
『
日
本
書
紀
』
等
に
、
日
本
武
尊
が
詠
ん

だ
と
さ
れ
る
「
新
治
筑
波
を
過
ぎ
て
幾
夜
か
寝
つ
る
」
を
踏
ま
え
た
表
現
。
こ
の
句

は
、
後
に
連
歌
の
嚆
矢
と
さ
れ
た
。
俳
諧
の
句
例
に
「
酒
折
の
に
ゐ
は
り
の
菊
と
う
た

は
ば
や
」
（
笈
日
記
・
八
五
二
・
素
堂
）
が
あ
る
。
◇
つ
き
地

現
在
の
東
京
都
の
地

名
、
築
地
。
ま
た
、
家
の
土
台
造
り
の
た
め
に
、
土
地
を
突
き
固
め
る
意
味
を
込
め

る
。
句
例
に
「
目
ざ
ま
し
に
み
る
夕
暮
の
江
戸
鑑
／
つ
き
地
つ
き
地
に
さ
ざ
れ
石
垣
」

（
西
鶴
俳
諧
大
句
數
・
一
四
三
／
一
四
四
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
半
井
慶
友
（
武
蔵
・
江
戸
）

三
句
。

寛
文
八
年
申
正
月
中
旬

春
た
つ
や
去
年
は
い
に
し
へ
今
の
京

125

高
瀬
梅
盛

〔
句
意
〕
元
方
の
歌
の
よ
う
に
、
正
月
前
に
立
春
を
迎
え
、
去
年
は
昔
の
事
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
、
京
の
都
に
春
が
訪
れ
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
八
年

一
六
六
八
年
。
戊
申
。
な
お
、
寛
文
八
年
の
立
春
は
、
同
七

年
一
二
月
二
六
日
。
◇
春
た
つ
や
去
年
…

年
内
立
春
を
詠
ん
だ
『
古
今
集
』
巻
頭
歌

の
「
年
の
う
ち
に
春
は
来
に
け
り
ひ
と
と
せ
を
去
年
と
や
い
は
む
今
年
と
や
い
は
む
」

（
春
上
・
一
・
在
原
元
方
）
に
拠
る
。
◇
去
年
は
い
に
し
へ

年
内
立
春
が
あ
る
と
、

元
方
の
歌
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
一
年
を
去
年
と
呼
ん
だ
ら
よ
い
か
、
今
年
と
呼
ん

だ
ら
よ
い
か
迷
う
く
ら
い
だ
か
ら
、
ま
し
て
去
年
の
こ
と
は
は
る
か
過
去
の
こ
と
に
思

え
て
く
る
、
と
い
う
意
。
◇
今
の
京

句
例
に
「
替
ら
ぬ
や
い
に
し
へ
よ
り
も
今
の

京
」
（
時
勢
粧
・
五
一
五
六
・
）
、
「
今
の
京
も
難
波
の
例
か

芦

粽

」
（
続
境
海
草
・

（
あ
し
ち
ま
き
）

一
七
四
・
保
友
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
備
考
〕
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
歳
旦
発
句
集
に
同
じ
作
者
の
同
一
句
が
見
え
る
。

〔
作
者
〕
高
瀬
梅
盛
（
山
城
・
京
）

貞
徳
門
。
『
便
船
集
』
『
類
船
集
』
の
編
纂

者
。

七
句
。

六
十
余
周
の
春
た
つ
天
下
か
な

126

石
倉
一
入
子

〔
句
意
〕
六
十
余
州
の
国
全
体
に
、
周
の
最
盛
期
の
ご
と
き
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
六
十
余

律
令
制
の
下
で
は
日
本
全
体
が
六
十
余
国
に
分
け
ら
れ
て
い

た
。
歌
川
広
重
の
『
六
十
余
州
名
所
図
会
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
お
い

て
も
日
本
は
六
十
余
国
（
州
）
に
分
か
れ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
句
例
に
「
国
々
や

六
十
余
花
の
も
て
は
や
し
」
（
時
勢
粧
・
一
一
七
八
・
水
野
林
元
）
が
あ
る
。
な
お
、

「
六
十
余
」
を
「
む
そ
ぢ
あ
ま
り
」
と
読
む
句
に
「
六
十
年
余
り
一
つ
子
な
ら
し
今
日

（
む
そ
ぢ
）

の
春
（
明
暦
三
年
〈
一
六
五
七
〉
歳
旦
発
句
集
・
七
一
九
・
成
次
）
が
あ
る
。
本
句
も

「
む
そ
ぢ
あ
ま
り
」
と
読
む
か
。
◇
周

中
国
古
代
の
王
朝
。
そ
の
前
半
は
礼
の
行
わ

れ
た
理
想
的
な
時
代
と
認
識
さ
れ
た
。
句
例
に
「
周
の
代
の
こ
と
の
薬
草
の
も
ち
い

哉
」
（
続
山
井
・
一
五
〇
〇
・
重
信
）
。
な
お
、
「
周
」
は
「
州
」
及
び
「
周
り
（
ぐ
る

っ
と
ひ
と
ま
わ
り
）
」
を
掛
け
る
。
◇
天
下

支
配
者
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
国
全
体

。
句
例
に
「
天
下
皆
ひ
ら
く
や
年
の
花
の
春
」
（
崑
山
集
・
三
四
〇
・
長
頭
丸
、
年
代

不
知
歳
旦
発
句
集
・
一
〇
二
・
同
）
、
「
治
る
や
天
下
一
人
の
君
が
春
」
（
年
代
不
知
歳

旦
発
句
集
・
一
〇
二
・
為
親
）
が
あ
る
。
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〔
作
者
〕
石
倉
容
膝
亭
一
入
子
（
紀
伊
・
長
島
）

一
四
句
。

重
々
と
お
な
を
り
ぞ
ひ
や
年
男

お
も
〱

127

浅
香
研
思

〔
句
意
〕
ど
っ
し
り
と
上
座
に
移
る
年
男
で
あ
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
重
々
と

重
々
し
く
、
ど
っ
し
り
と
、
の
意
。
句
例
に
時
代
は
下
る
が
、

「
名
月
の
夜
や
重
々
と
茶
臼
山
」
（
芭
蕉
発
句
・
九
七
六
・
桃
青
）
が
あ
る
。
◇
お
な

を
り
ぞ
ひ

「
お
な
を
り
」
は
、
宴
席
な
ど
で
下
座
か
ら
上
座
に
移
る
意
の
「
直な
ほ

る
」
の
名
詞
形
の
丁
寧
表
現
。
歌
例
・
句
例
は
見
出
せ
な
い
。
◇
年
男

そ
の
年
の
干

支
に
当
た
る
男
。
句
例
は
「
袴
着
て
た
つ
や
五
つ
の
年
男
」
（
年
代
不
知
歳
旦
発
句
集

・
二
七
四
・
重
栄
）
、
「
た
の
し
む
や
友
延
宝
の
年
男
」
（
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
歳

旦
発
句
集
・
一
七
六
一
・
直
之
）
な
ど
多
数
あ
る
。

〔
作
者
〕
浅
香
研
思
（
陸
奥
・
岩
城
）

一
二
〇
句
。

春
の
色
や
青
砥
左
衛
門
と
し

男
お
と
こ

128

小
沢
衆
下

〔
句
意
〕
春
の
色
は
青
、
そ
の
青
に
ち
な
む
青
砥
左
衛
門
を
思
わ
せ
る
誠
実
な
年
男
で

あ
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
春
の
色

五
行
説
で
は
青
。
句
例
に
「
春
の
色
は
青
侍
か
弓
は
じ
め
」

（
年
代
不
知
歳
旦
発
句
集
・
六
七
・
友
貞
）
、
「
来
る
春
の
色
も
青
き
や
丑
の
年
」
（
延

宝
元
年
〈
一
六
七
三
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
五
五
七
・
了
味
）
が
あ
る
。
◇
青
砥
左
衛
門

鎌
倉
中
期
の
伝
説
的
な
武
士
青
砥
左
衛
門
尉
藤
綱
。
鎌
倉
滑
川
に
十
文
を
落
と
し
、

五
十
文
の
費
用
を
使
っ
て
こ
れ
を
探
さ
せ
た
と
い
う
逸
話
を
残
す
。
句
例
に
「
煤
箒
や

青
砥
が
一
銭
や
と
ひ
人
（
洛
陽
集
・
一
一
二
三
・
竹
子
）
、
「
火
燵
か
ら
青
砥
が
銭
を

拾
ひ
け
り
」（
其
角
・
九
〇
〇
）
が
あ
る
。
◇
と
し
男

参
照
。

129

〔
作
者
〕
小
沢
衆
下
（
陸
奥
・
二
本
松
）

一
一
八
句
。

余

人
に
は
ま
さ
れ
り
け
り
な
年
男

（
よ
ひ
と
）

と
し

129

須
田
東
竹

〔
句
意
〕
世
間
一
般
の
男
た
ち
よ
り
ず
っ
と
勝
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
年
男
は
。

〔
解
釈
〕
◇
余

人
に
は
…

『
伊
勢
物
語
』
第
二
段
の
「
奈
良
の
京
は
は
な
れ
、
こ

（
よ
ひ
と
）

の
京
は
人
の
家
ま
だ
定
ま
ら
ざ
り
け
る
時
に
、
西
の
京
に
女
あ
り
け
り
。
そ
の
女
、

世
人
に
は
ま
さ
れ
り
け
り
。
そ
の
人
、
か
た
ち
よ
り
は
心
な
む
ま
さ
り
た
り
け
る
」
を

よ
ひ
と

踏
ま
え
た
。
句
例
に
「
獄
門
の
名

々

字
は
世
に
か
く
れ
な
し
／
数
百
余
人
の
夜
討
強

（
な
み
や
う
じ
）

盗
」
（
信
徳
十
百
韻
・
七
六
七
／
七
六
八
）
が
あ
る
。
◇
ま
さ
れ
り
け
り
な

こ
の
表

現
の
歌
例
、
句
例
は
見
出
せ
な
い
が
、
「
ま
さ
れ
り
」
を
用
い
た
歌
に
「
君
こ
ふ
と
涙

に
ぬ
る
る
我
袖
と
秋
の
紅
葉
と
い
づ
れ
ま
さ
れ
り
」
（
後
撰
集
・
秋
下
・
四
二
七
・
源

整
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
須
田
東
竹
（
武
蔵
・
江
戸
）

六
一
句
。

上
下
や
着
つ
つ
馴
れ
に
し
年

男

ゝ

・

と
し
お
と
こ

130

伴
人
似

〔
句
意
〕
唐
衣
で
は
な
い
け
れ
ど
、
裃
を
ず
っ
と
着
て
い
る
う
ち
に
着
馴
れ
て
き
た
、

年
男
で
あ
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
上
下

こ
の
句
で
は
「
裃
」
の
こ
と
。
句
例
に
「
親
と
子
の
上
下
を
今
拵

て
」
（
犬
子
集
・
二
一
三
八
・
貞
徳
）
、
「
上
下
も
皺
や
よ
り
行
く
年
男
」
（
江
戸
通
り

町
・
二
五
八
・
一
耳
子
）
が
あ
る
。
◇
着
つ
つ
馴
れ
に
し

『
伊
勢
物
語
』
第
九
段
に

あ
る
「
か
ら
衣
き
つ
つ
な
れ
に
し
つ
ま
し
あ
れ
ば
は
る
ば
る
き
ぬ
る
た
び
を
し
ぞ
思

ふ
」
を
本
歌
と
し
た
表
現
。
句
例
に
「
男
あ
り
け
り
き
つ
つ
馴
に
し
土
用
干
」
（
阿
蘭

陀
丸
二
・
六
九
・
良
和
）
、
「
白
帷
子
着
つ
つ
馴
れ
に
し
天
河
」
（
洛
陽
集
・
六
八
五
・

一
知
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
伴
人
似
（
陸
奥
・
二
本
松
）

五
句
。

注
連
縄
や
藁
で
つ
く
つ
て
も
年
男

わ
ら

131

京
住
可
成

〔
句
意
〕
正
月
用
の
注
連
縄
を
作
り
ま
し
た
。
粗
末
な
藁
で
作
っ
た
も
の
で
す
が
、
年

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
三
）
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男
は
立
派
に
見
え
ま
す
。

〔
解
釈
〕
◇
注
連
縄

正
月
に
玄
関
に
張
る
藁
で
作
っ
た
飾
り
。
句
例
に
「
し
め
縄
は

去
年
と
今
年
の
境
目
哉
」
（
犬
子
集
・
二
五
・
常
勝
、
崑
山
集
・
一
九
）
、
「
し
め
縄
や

さ
い
め

春
を
も
く
く
る
戌
の
年
」
（
犬
子
集
・
四
四
）
が
あ
る
。
◇
藁
で
つ
く
つ
て
も

天
明

七
年
（
一
七
八
七
）
成
立
の
こ
と
わ
ざ
集
『
譬
喩
尽
』
に
「
藁
で
作
つ
て
も
町
の
束
ね

じ
や
」（
藁
で
作
っ
た
注
連
縄
で
も
町
内
を
ま
と
め
る
シ
ン
ボ
ル
だ
）
が
見
え
る
。

粗
末
な
藁
で
作
っ
て
も
、
の
意
か
。
句
例
に
、
時
代
は
下
る
が
、
「
お
の
こ
な
る
か
が

し
や
藁
で
た
ば
ね
て
も
」（
俳
諧
新
選
・
一
四
六
二
・
貝
錦
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
京
住
可
成
（
山
城
・
京
）

一
句
。

老
に
き
と
人
に
語
る
な
年
男

か
た

と
し

132

風
月
不
見

〔
句
意
〕
年
男
な
の
で
す
か
ら
、
年
を
取
っ
た
だ
な
ん
て
人
に
言
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

〔
解
釈
〕
◇
老
い
に
き
と
人
に
語
る
な

似
た
表
現
を
含
む
歌
の
例
に
「
名
に
め
で
て

折
れ
る
ば
か
り
ぞ
女
郎
花
我
お
ち
に
き
と
人
に
語
る
な
」
（
古
今
集
・
秋
上
・
二
二
六

・
遍
照
）
が
あ
る
。
こ
の
歌
を
典
拠
と
し
て
い
る
句
に
「
馬
よ
り
も
わ
れ
落
に
き
と
笑

は
れ
て
」
（
俳
諧
塵
塚
・
四
二
一
・
季
吟
）
、
「
落
に
き
と
人
に
語
る
な
精
進
日
」
（
境

海
草
・
七
四
三
・
方
由
）
、
「
落
に
き
と
人
に
語
る
な
の
ぼ
り
橋
」
（
同
・
七
四
五
・
信

勝
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
備
考
〕
時
勢
粧
・
一
二
八
に
同
じ
作
者
の
同
一
句
が
見
え
る
。

〔
作
者
〕
風
月
不
見
（
山
城
・
京
）

二
句
。

元
日
子
日
な
り
け
れ
ば

元
日
や
子
よ
り
は
じ
め
て
十
二
月

133

京
住
一
治

〔
句
意
〕
今
日
は
元
日
で
、
十
二
支
の
最
初
の
子
の
日
で
す
。
そ
の
子
か
ら
始
め
て
十

二
か
月
の
一
年
が
始
ま
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
子
の
日

寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
の
元
日
は
子
の
日
。
子
の
日
を
詠

ん
だ
句
に
「
十
二
時
今
朝
く
る
春
や
初
子
の
日
」
（
年
代
不
知
歳
旦
発
句
集
・
二
五
九

・
円
立
）
、
「
元
日
は
子
一
つ
よ
り
や
三
の
春
」
（
時
勢
粧
・
五
二
六
・
伴
只
計
）
、
「
巳

年
元
日
子
日
な
れ
ば
／
年
と
日
も
み
ね
に
立
つ
た
る
霞
哉
（
如
貞
）
」
（
続
山
井
・
一

二
七
五
）
が
あ
る
。
◇
十
二
月

句
例
に
「
算
用
も
す
る
や
さ
ん
し
の
十
二
月
」
（
崑

山
集
・
七
五
五
二
・
貞
室
）
、
「
酉
の
年
の
尾
ば
ね
の
数
か
十
二
月
」
（
続
山
井
・
五
一

五
二
・
因
元
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
松
屋
一
治
（
山
城
・
京
）

一
句
。

寛
文
十
二
子
の
と
し
な
り
け
れ
ば

子
も
こ
と
し
生
む
や
寛
文
十
二
疋

う

134

京
住
長
知

〔
句
意
〕
今
年
は
子
年
。
子
年
の
ね
ず
み
に
あ
や
か
っ
て
、
寛
文
十
二
年
も
子
宝
に
恵

ま
れ
、
生
活
も
豊
か
に
な
る
年
と
な
る
で
し
ょ
う
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
十
二
年

一
六
七
二
年
。
壬
子
。
元
日
も
子
の
日
。
◇
子

「
子

年
」
を
詠
む
句
例
に
「
子
の
日
に
は
足
を
や
す
む
る
今
年
哉
（
犬
子
集
・
一
一
五
・
偸

閑
）
、
「
子
の
年
や
夜
の
間
に
く
る
も
か
く
れ
里
」
（
万
治
三
年
〈
一
六
六
〇
〉
歳
旦
発

句
集
・
八
二
一
・
昌
房
）
が
あ
る
。
◇
生
む
や

句
例
に
「
月
も
み
ち
て
生
む
や
珊
瑚

の
天
の
原
」
（
塵
塚
誹
諧
集
・
一
〇
〇
・
）
「
佐
保
姫
を
年
子
に
生
む
か
天
原
」
（
鷹
筑

波
・
一
一
九
四
・
一
正
）
が
あ
る
。
◇
疋

ね
ず
み
の
数
を
数
え
る
「
疋
」
と
銭
貨
の

数
え
方
を
掛
け
る
。
生
活
も
豊
か
に
な
る
意
を
込
め
る
か
。

〔
作
者
〕
京
住
長
知
（
山
城
・
京
）

一
句
。

子
の
と
し目

出
た
さ
や
わ
ら
ふ
て
年
の
ね
ね
こ
さ
い

ゝ

135

松
山
住
不
一
子

〔
句
意
〕
め
で
た
い
正
月
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
笑
い
な
が
ら
「
藁
筆
」
で
は
な
い

が
、
わ
ら
し
べ
よ
安
心
し
て
お
眠
り
な
さ
い
。
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〔
解
釈
〕
◇
目
出
た
さ

句
例
に
「
草
も
木
も
目
出
た
さ
う
也
け
ふ
の
春
」
（
犬
子
集

・
一
九
・
良
春
）
、
「
め
で
た
さ
は
い
づ
く
も
同
じ
宿
の
春
」
（
延
宝
二
年
〈
一
六
七

四
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
六
五
七
・
和
年
）
が
あ
る
。
◇
わ
ら
ふ
て

「
笑
ふ
」
と
「
藁

筆
」
の
意
か
。
年
始
を
笑
っ
て
迎
え
る
さ
ま
を
詠
む
句
に
「
袴
着
な
が
ら
笑
ふ
歳
旦
」

（
大
坂
辰
歳
旦
惣
寄
・
一
一
二
・
登
親
）
が
あ
る
。
ま
た
、
時
代
は
下
る
が
、
「
笑

ふ
」
と
「
藁
」
を
掛
け
で
用
い
た
句
例
に
「
壁
の
麦
葎
千
年
を
わ
ら
ふ
と
か
や
」
（
田

む

ぐ

ら

舎
の
句
合
・
一
七
）
が
あ
る
。
◇
ね
ね
こ
さ
い

「
ね
ね
こ
」
は
眠
る
こ
と
。
ね
ん
ね

こ
、
と
も
。
幼
児
語
。
句
例
に
「
ね
ね
こ
せ
よ
と
ゆ
ぶ
る
炬
燵
の
灰
げ
哉
」
（
崑
山
集

・
七
三
一
八
・
元
晴
）
、
「
火
桶
を
も
抱
い
て
ね
ん
ね
ん
ね
ね
こ
哉
」
（
続
山
井
・
五
六

二
二
・
風
鈴
軒
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
松
山
住
不
一
子
（
伊
予
・
松
山
）

一
句
。

壬
子
の
年とし

口
す
す
ぐ
若
み
づ
の
え
の
ね
起
か
な

ゝ
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石
河
姜
口

〔
句
意
〕
口
を
若
水
で
漱
ぎ
ま
し
た
。
今
年
は
み
ず
の
え
の
子
の
年
で
、
元
日
も
子
の

日
。
そ
の
め
で
た
い
朝
に
寝
起
き
し
た
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
壬
子
の
年

寛
文
一
二
年(

一
六
七
二)

か
。
こ
の
年
は
元
日
も
子
の
日
だ

っ
た
。
◇
口
す
す
ぐ

口
に
水
を
含
ん
で
洗
い
清
め
る
こ
と
。
句
例
に
「

漱

ぐ

（
く
ち
す
す
）

流
に
石
の
踏
ど
こ
ろ
」
（
平
安
二
十
歌
仙
・
六
九
一
・
太
祇
）
が
あ
る
。
◇
若
み
づ
の

え

「
若
み
づ
」
は
「
若
水
」
と
「
壬
」
を
掛
け
る
。
若
水
は
元
日
に
初
め
て
汲
む
水

の
こ
と
で
、
こ
れ
で
口
を
漱
ぎ
茶
を
た
て
る
。
句
例
に
「
汲
み
あ
ぐ
る
若
水
の
え
の
柄

杓
か
な
」
（
犬
子
集
・
五
六
・
愚
道
、
年
代
不
知
歳
旦
発
句
集
・
一
九
五
・
同
）
が
あ

る
。
ま
た
、
「
若
水
」
と
「
癸
」
を
掛
け
た
句
、
「
汲
み
揚
ぐ
る
若
水
の
と
の
井
筒

哉
」
（
崑
山
集
・
一
五
三
・
毎
延
子
）
な
ど
も
あ
り
、
こ
の
時
期
の
俳
諧
に
用
い
ら
れ

た
言
い
回
し
で
あ
る
。
◇
ね
起

子
の
日
の
朝
に
起
き
る
こ
と
。
「
子
起
き
」
（
子
の

日
に
起
き
る
こ
と
）
の
「
子
」
、
及
び
「
寝
起
き
」
の
「
寝
」
を
掛
け
る
。
こ
の
年
は

「
み
づ
の
え
の
ね
」
の
年
で
、
元
日
も
子
の
日
で
あ
っ
た
の
で
、
「
み
づ
の
え
の
ね

起
」
と
言
う
表
現
を
用
い
た
と
こ
ろ
が
こ
の
句
の
眼
目
。
「
寝
起
」
の
句
例
に
「
寝
起

か
や
風
に
目
を
す
る
ふ
し
柳
」（
崑
山
集
・
一
〇
九
二
・
重
勝
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
石
河
姜
口
（
国
不
知
）

一
句
。

口
詩
を
つ
く
れ

駅

の
長
も
丑
の
年

（
く
し
）

む
ま
や

お
さ

う
し
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松
賀
紫
塵

〔
句
意
〕
源
氏
物
語
に
あ
る
よ
う
に
、
口
詩
を
作
っ
て
駅
の
長
に
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

今
年
は
、
駅
の
長
も
「
午
」
で
は
な
く
、
「
丑
」
年
を
迎
え
た
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
口
詩

物
に
書
か
な
い
で
、
口
で
詠
ず
る
詩
の
こ
と
。
『
類
舩
集
』
の

「
馬
屋
」
の
項
に
「
皇
子
誕
生

猿
」
な
ど
と
並
ん
で
「
口
詩
」
と
あ
る
。
こ
れ
は

『
源
氏
物
語
』
「
須
磨
」
の
「

駅

の
長
に
口
詩
取
ら
す
る
人
も
あ
り
け
る
を
」
に
よ

む
ま
や

る
。
句
例
に
『
正
章
千
句
』
の
「
無
沙
汰
に
は
せ
ざ
る
駅
の
お
さ
お
さ
し
／
口
詩
と
ら

せ
し
は
さ
ぞ
な
満
足
」
（
九
二
五
／
九
二
六
）
が
あ
る
が
、
貞
徳
の
批
言
に
「
あ
ま
り

付
過
候
。
口
詩
と
斗
有
度
候
」
と
あ
る
の
は
、
『
源
氏
物
語
』
「
須
磨
」
に
依
拠
し
す

ぎ
た
言
い
方
で
あ
る
の
意
で
あ
ろ
う
。
◇
駅

馬
屋
、
厩
と
も
。
馬
小
屋
。
馬
を
飼
っ

て
お
く
小
屋
。
句
例
に
「
い
な
な
け
る
駅
の
口
に
ま
ぐ
さ
な
し
」
（
新
増
犬
筑
波
・
六

二
〇
・
長
頭
丸
）
が
あ
る
。
こ
れ
も
、
『
源
氏
物
語
』
の
該
当
部
分
を
連
想
さ
せ
る
句

で
あ
る
。
◇
丑
の
年

「
駅
」
を
「
午
」
と
見
て
、
「
午
」
で
は
な
く
「
丑
の
年
」
と

し
た
言
葉
遊
び
。
「
丑
の
年
」
と
詠
む
句
例
に
「
今
朝
く
る
や
大
日
本
へ
丑
の
年
」

（
崑
山
集
・
二
七
五
・
貞
長
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
松
賀
紫
塵
（
陸
奥
・
岩
城
）
磐
城
平
藩
家
老
松
賀
概
純
（
族
之
助
）
の
こ

と
。
藩
主
内
藤
義
概
（
風
虎
）
を
取
り
巻
く
俳
壇
で
重
き
を
な
し
た
が
、
延
宝
八
年

（
一
六
八
〇
）
に
始
ま
っ
た
「
小
姓
騒
動
」
と
呼
ば
れ
る
お
家
騒
動
の
中
で
悪
役
と
さ

れ
、
失
脚
し
た
。

一
八
一
句
。

何
候
ぞ
つ
の
国
か
い
の
丑
の
年

う
し

と
し
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西
山
梅
翁

〔
句
意
〕
何
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。
津
の
国
で
飼
っ
て
い
る
、
角
の
よ
う
な
法
螺
貝

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
三
）
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を
牛
の
貝
と
言
い
ま
す
が
、
今
年
、
丑
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
何
候
ぞ

何
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
、
の

意
。
句
例
に
「
何
候
ぞ
草
に
黄
色
の
花
の
春
」
（
嵐
雪
・
四
一
一
）
が
あ
る
。
◇
つ
の

国

摂
津
の
国
。
句
例
に
「
津
の
国
の
さ
ぞ
さ
ぞ
に
ほ
ひ
渡
る
ら
ん
」
（
守
武
千
句
・

五
五
三
）
、
「
い
く
田
も
や
あ
ら
す
小
鹿
の
つ
の
国
路
」
（
崑
山
集
・
五
三
三
一
・
長

昌
）
が
あ
る
。
「
つ
の
」
は
「
角
」
を
掛
け
る
。
◇
か
い
の
丑

「
牛
の
貝
」
の
意

か
。
丑
の
刻
を
知
ら
せ
る
た
め
の
法
螺
貝
の
音
を
い
う
。
歌
例
に
「
な
ど
や
か
く
牛
の

貝
吹
く
時
し
ま
れ
月
は
む
ま
に
も
影
の
な
る
ら
ん
」
（
為
忠
家
後
度
百
首
・
三
一
三
）

が
あ
る
。
「
か
い
」
は
「
飼
ひ
」
を
掛
け
る
か
。
◇
丑
の
年

参
照
。
句
例
に
「
長
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閑
さ
や
角
ぶ
り
も
せ
ぬ
丑
の
年
」
（
毛
吹
草
・
四
一
一
・
祖
翁
）
が
あ
る
。

〔
備
考
〕
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
歳
旦
発
句
集
・
一
六
〇
六
に
同
じ
作
者
の
同
一
句

が
見
え
る
。

〔
作
者
〕
西
山
梅
翁
（
摂
津
・
大
坂
）

西
山
宗
因
の
こ
と
。
連
歌
師
・
俳
諧
師
。
談

林
派
の
総
帥
。
内
藤
風
虎
の
招
き
に
応
じ
て
磐
城
平
を
訪
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
俳
諧
撰

集
『
桜
川
』
の
編
纂
に
際
し
て
、
風
虎
に
弟
子
の
松
山
玖
也
を
推
挙
し
た
。
三
四
句
。

春
立
つ
や
勝
手
屏
風
の
寅
の
年

・

と
ら
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大
阪
住
季
延

〔
句
意
〕
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。
勝
手
口
に
立
て
た
屏
風
に
虎
が
描
か
れ
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
そ
の
寅
の
年
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
春
立
つ

新
春
を
迎
え
る
こ
と
。
「
立
」
は
「
屏
風
が
立
つ
」
の
「
立

つ
」
を
掛
け
る
。
句
例
に
「
春
立
つ
や
に
ほ
ん
め
で
た
き
門
の
松
」
（
犬
子
集
・
１
・

徳
元
、
塵
塚
俳
諧
集
七
九
三
、
年
代
不
知
歳
旦
発
句
集
・
五
、
な
ど
に
同
一
作
者
の
同

一
句
あ
り
）
が
あ
る
。
◇
勝
手
屏
風

台
所
に
立
て
る
粗
末
な
屏
風
、
の
こ
と
。
用
例

と
し
て
、
『
鴉
鷺
誹
諧
』
に
は
「
座
敷
に
は
田
子
の
浦
半
の
絵
を
出
て
（
立
甫
）
／
勝

手
屏
風
の
ふ
り
は
し
ほ
ら
し
（
満
直
）
」
が
引
か
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
句
例
に
「
ぐ

わ
ら
り
つ
と
屏
風
を
と
れ
ば
勝
手
口
」
（
国
の
花
・
一
四
六
四
・
木
隣
）
が
あ
る
。
◇

寅
の
年

句
例
に
「
霞
さ
へ
ま
だ
ら
に
た
つ
や
寅
の
年
」
（
犬
子
集
・
四
八
・
貞
徳
、

崑
山
集
・
三
五
七
、
年
代
不
知
歳
旦
発
句
集
・
八
六
に
も
同
一
作
者
の
同
一
句
あ
り
）

が
あ
る
。

〔
作
者
〕
大
阪
住
季
延

一
句
。

春
や
今
朝
た
ち
尻
鞘
の
寅
の
年

し
り
さ
や

と
ら
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尼
ケ
崎
住
雅
伸

〔
句
意
〕
新
春
を
今
朝
迎
え
ま
し
た
。
春
が
「
立
ち
」
で
は
な
く
、
「
太
刀
」
を
包
む

「
尻
鞘
」
の
材
料
は
虎
の
毛
皮
で
あ
り
、
今
年
は
そ
の
虎
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
春
や
今
朝
た
ち

新
春
を
け
さ
迎
え
た
、
の
意
。
同
じ
言
い
回
し
の
句
例

に
「
春
や
今
朝
た
つ
た
独
子
太
良
月
」
（
境
海
草
・
三
二
・
治
之
）
が
あ
る
。
な
お
、

「
た
ち
」
（
立
ち
）
は
「
太
刀
」
を
掛
け
る
。
◇
尻
鞘

太
刀
の
鞘
を
被
う
毛
皮
の

袋
。
虎
な
ど
の
皮
で
作
る
。
歌
例
に
「
武
士
の
さ
げ
は
く
太
刀
の
尻
鞘
の
虎
の
尾
ふ
み

て
お
そ
ろ
し
の
世
や
」
（
夫
木
抄
・
一
二
九
二
六
・
公
朝
）
、
句
例
に
「
ほ
の
ぼ
の
と

あ
か
し
り
鞘
の
太
刀
抜
て
」
（
犬
筑
波
集
・
三
一
〇
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
尼
ケ
崎
住
雅
伸
（
摂
津
・
尼
ケ
崎
）

二
六
句
。

午
の
と
し
午
元
日
恵
方
巳
午
の
間
成
け
れ
ば

え

年
も
日
も
恵
方
も
そ
へ
て
巳
午
哉

え
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沢
口
知
徳

〔
句
意
〕
今
年
は
午
の
年
で
、
元
日
も
午
の
日
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
恵
方
も
巳
午

の
方
角
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
午
の
と
し

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
年
、
丙
午
）
の
こ
と
か
。
こ
の
年

は
、
元
日
も
午
日
で
あ
っ
た
。
◇
年
も
日
も

年
だ
け
で
な
く
日
も
、
の
意
。
句
例
に

「
年
も
日
も
け
今
日
こ
そ
む
ま
し
国
の
春
」
（
続
山
井
・
一
二
五
四
・
風
鈴
軒
）
、
「
年

も
日
も
あ
つ
ぱ
れ
御
馬
ぞ
ろ
へ
哉
」
（
同
・
一
二
五
六
・
正
算
）
が
あ
る
。
◇
恵
方

そ
の
一
年
、
運
勢
が
良
い
と
さ
れ
る
方
角
。
句
例
に
「
み
ん
な
み
は
梅
の
暦
の
恵
方

哉
」
（
崑
山
集
・
八
二
七
・
正
成
）
、
「
恵
方
よ
り
立
や
申
酉
の
花
の
春
」
（
明
暦
元
年

〈
一
六
五
五
〉
歳
旦
発
句
集
・
六
七
〇
・
安
静
）
が
あ
る
。
◇
巳
午

「
三
午
」

み

う
ま

い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
五
号
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（
年
、
日
、
恵
方
い
ず
れ
も
午
の
字
が
あ
る
こ
と
）
を
掛
け
る
。
歌
例
、
句
例
と
も
に

見
出
せ
な
い
。

〔
作
者
〕
沢
口
知
徳
（
摂
津
・
大
坂
）

一
句
。

午
の
年
元
日
午
日
な
り
け
れ
ば

と
し年

よ
日
よ
今
日
馬
衣
の
二
疋
づ
れ

と
し

け

ふ

む
ま
ぎ
ぬ
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会
津
住

〔
句
意
〕
今
年
の
元
日
は
午
の
年
で
午
の
日
で
す
。
馬
衣
で
着
飾
っ
た
馬
が
二
頭
連
れ

だ
っ
て
や
っ
て
来
た
よ
う
な
、
す
ば
ら
し
い
午
年
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
年
よ
日
よ

こ
の
年
も
日
よ
、
の
意
。
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
年
、
丙

と
し

午
）
元
日
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
言
い
回
し
は
歌
例
・
句
例
と
も
に
見
当
た
ら
な

い
。
◇
馬
衣

馬
絹
と
も
。
正
月
・
祭
礼
な
ど
に
馬
の
背
に
か
け
る
幅
広
の
布
。
句
例

に
「
く
る
年
の
馬
衣
ぬ
な
れ
や
朝
霞
」
（
毛
吹
草
・
四
〇
二
・
定
時
）
、
「
花
や
か
な
馬

絹
ぬ
が
せ
な
で
は
だ
け
」
（
誹
諧
独
吟
集
・
一
一
〇
七
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
午
来

ぬ
」
を
掛
け
る
。
◇
二
疋

「
疋
」
は
動
物
や
昆
虫
な
ど
を
数
え
る
助
数
詞
。
「
馬

衣
」
の
縁
語
。
句
例
に
「
な
が
き
日
に
小
猫
と
小
ね
こ
二
疋
哉
」
（
崑
山
集
・
七
七
二

〇
・
林
鹿
）
、
「
午
士
は
二
疋
が
あ
ひ
に
だ
う
と
落
ち
」
（
談
林
十
百
韻
・
五
〇
五
・
在

う
ま
か
た

色
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
会
津
住
（
陸
奥
・
会
津
）

三
句
。
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

午
の
年
の
立
春
三
日
な
り
け
る
元
日
に

と
し

寛
文
六
年
午
正
月
上
旬

立
春
に
二
日
路
は
や
し
午
の
年
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西
山
梅
翁

〔
句
意
〕
一
月
三
日
の
立
春
よ
り
も
二
日
早
く
正
月
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
す
が
に

馬
だ
け
あ
っ
て
速
足
の
午
年
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
六
年

一
六
六
六
年
。
丙
午
。
こ
の
年
の
立
春
は
一
月
三
日
。
◇
二

日
路

二
日
分
の
道
の
り
。
本
句
で
は
、
立
春
が
正
月
よ
り
二
日
早
か
っ
た
こ
と
を
指

す
。
句
例
に
「
正
月
も
ま
だ
二
日
路
ぞ
老
の
坂
」
（
支
考
・
一
一
三
二
）
が
あ
る
。
ま

た
「
日
路
」
を
用
い
た
句
の
例
に
「
か
い
こ
け
て
独
ぬ
る
夜
の
長
あ
く
び
／
今
い
く

日
路
で
ふ
る
さ
と
の
月
」
（
時
勢
粧
・
二
九
二
二
／
二
九
二
三
・
富
長
）
が
あ
る
。
◇

（
か
ぢ
）

立
春

午
（
馬
）
と
立
春
を
詠
ん
だ
句
に
「
午
の
年
立
春
遅
か
り
け
れ
ば
」
と
い
う
詞

書
の
「
は
や
午
の
年
に
追
付
春
も
な
し
」
（
毛
吹
草
・
四
一
八
・
作
者
不
知
）
が
あ

る
。

〔
作
者
〕
西
山
梅
翁
（
摂
津
・
大
坂
）

参
照
。
三
四
句
。
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午
の
と
し

寛
文
六
年
午
正
月
上
旬

立
つ
年
や
も
ろ
こ
し
迄
も
通
り
馬

・

と
し

144

大
阪
住
氏
昌

〔
句
意
〕
新
年
に
な
り
ま
し
た
。
は
る
か
遠
い
唐
土
ま
で
馬
を
替
え
な
い
で
行
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
、
す
ば
ら
し
い
午
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
六
年

一
六
六
六
年
。
丙
午
。
◇
立
つ
年

新
し
い
年
が
始
ま
る
こ

と
。
句
例
に
「
立
つ
年
は
酉
亥
の
な
か
よ
神
の
春
」
（
寛
文
十
年
〈
一
三
七
四
〉
歳
旦

発
句
集
・
一
三
七
四
・
隆
栄
）
、
「
立
つ
年
や
山
に
木
の
あ
る
祇
園
会
」
（
玉
海
集
・
一

四
七
〇
・
梅
盛
）
が
あ
る
。
◇
も
ろ
こ
し
ま
で
も

日
本
だ
け
で
な
く
唐
土
に
ま
で
達

し
て
い
る
、
の
意
。
歌
例
に
「
遥
か
な
る
も
ろ
こ
し
ま
で
も
行
く
物
は
秋
の
寝
覚
め
の

心
な
り
け
り
」
（
千
載
集
・
三
〇
二
・
大
弐
三
位
）
が
あ
る
。
句
例
に
「
殿
ば
ら
や
も

ろ
こ
し
ま
で
も
聞
こ
ゆ
ら
ん
」
（
守
武
千
句
・
一
〇
四
七
）
、
「
能
登
守
も
ろ
こ
し
ま
で

も
聞
こ
ゆ
な
り
」
（
二
葉
集
・
七
〇
七
・
梅
翁
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
通
り
馬

宿
駅
で

乗
り
替
え
な
い
馬
。
句
例
に
「
御
朱
印
で
通
り
馬
な
り
四
方
の
春
」
（
江
戸
通
り
町
・

一
一
・
道
友
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
大
阪
住
氏
昌
（
摂
津
・
大
坂
）

一
句
。

寛
文
六
年
午
正
月
上
旬

今
朝
是
へ
お
馬
が
参
る
今
年
哉

こ
と
し

145

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
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西
山
梅
翁

〔
句
意
〕
新
年
を
迎
え
た
今
朝
、
こ
こ
に
流
鏑
馬
の
御
馬
が
や
っ
て
く
る
、
午
の
年
を

迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
六
年

一
六
六
六
年
。
丙
午
。
◇
今
朝
是
へ

「
是
へ
」
を
用
い
た

句
に
「
行
く
鹿
は
あ
れ
へ
是
へ
と
声
々
に
」
（
宗
因
千
句
・
六
七
）
が
あ
る
。
◇
お
馬

が
参
る

『
虎
寛
本
狂
言
』
「
千
鳥
」
に
「
「
御
馬
が
参
る
、
御
馬
が
参
る
」
と
申
し

て
、
い
ろ
い
ろ
の
曲
乗
り
を
致
し
ま
せ
う
」
と
あ
り
、
曲
乗
り
の
馬
が
や
っ
て
く
る
時

の
囃
し
声
を
い
う
。
ま
た
、
同
じ
く
狂
言
の
「
対
馬
祭
」
に
「
こ
の
次
に
流
鏑
馬
と
い

ふ
て
、
馬
に
乗
て
駆
け
る
う
ち
に
的
を
射
る
事
で
ご
ざ
る
が
、(

中
略)

身
ど
も
が
「
御

馬
が
参
る

〱
」
と
言
ふ
て
駆
け
ま
す
ぞ
」
と
あ
り
、
正
月
に
行
わ
れ
る
流
鏑
馬
の
馬

が
や
っ
て
来
る
、
と
い
う
意
か
。

〔
作
者
〕
梅
翁
（
摂
津
・
大
坂
）

参
照
。

三
四
句
。
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国
民
も
邪
々
踏
ま
ぬ
世
や
午
の
春

ふ

う
ま

146

三
井
我
足

〔
句
意
〕
国
の
民
の
中
に
怒
っ
た
り
悔
し
が
っ
た
り
す
る
者
の
い
な
い
太
平
の
世
に
、

午
年
の
春
が
到
来
し
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
国
民

日
本
あ
る
い
は
藩
の
民
。
『
俳
諧
類
舩
集
』
の
「
伊
達
」
の
項
の

説
明
に
「
若
殿
の
御
入
部
は
国
民
も
目
を
驚
か
す
物
か
」
と
あ
る
。
ま
た
「
子
」
の

ニ
ウ
ブ

ク
ニ
タ
ミ

付
合
語
の
一
つ
に
「
国
民
」
と
あ
る
。
「
国
民
」
と
詠
む
歌
例
に
「
国
民
と
と
も
に
た

の
し
む
糸
竹
に
を
さ
ま
る
春
の
色
を
う
つ
し
て
」
（
後
水
尾
院
御
集
・
一
八
六
）
が
あ

る
。
◇
邪
々
踏
ま
ぬ

「
邪
々
踏
む
」
は
、
我
意
を
通
そ
う
と
す
る
、
ひ
ど
く
怒
っ
た

り
、
悔
し
が
っ
た
り
す
る
さ
ま
。
「
邪
々
」
の
句
例
に
「
祝
子
が
乗
し
は
邪
々
な
馬
に

し
て
」
（
俳
諧
塵
塚
・
一
四
三
・
来
安
）
、
「
邪
々
を
ふ
ん
で
は
も
ら
ふ
藤
が
枝
」
（
続

山
井
・
一
六
六
・
我
笑
）
が
あ
る
。
「
邪
々
」
は
「
午
」
の
縁
語
。
◇
午
の
春

午
年

の
新
春
。
句
例
に
「
年
の
緒
や
か
ら
尾
に
結
ぶ
午
の
春
」
（
続
山
井
・
一
二
六
二
・
友

己
）
が
あ
る
。

〔
備
考
〕
続
山
井
・
一
二
六
三
に
同
じ
作
者
の
同
一
句
が
見
え
る
。

〔
作
者
〕
三
井
我
足
（
山
城
・
京
）

一
句
。

御
代
の
春
や
の
り
も
た
が
は
ぬ
午
の
年と
し

147

水
野
贇
賢

〔
句
意
〕
あ
な
た
さ
ま
の
時
代
の
春
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
仏
法
に
違
う
こ
と
の
な

い
、
そ
し
て
政
も
間
違
う
こ
と
の
な
い
午
の
年
で
あ
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
御
代
の
春
や

主
君
が
治
め
る
世
の
春
の
意
。
句
例
は
「
御
代
の
春
や
源

氏
に
叶
ふ
初

子

の
日
」
（
寛
文
五
年
〈
一
六
六
五
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
〇
一
五
・
定

（
ね
）

清
）
、
「
御
代
の
春
や
今
も
延
喜
の
文
字
心
」
（
寛
文
六
年
〈
一
六
六
六
〉
歳
旦
発
句
集

・
一
〇
八
五
・
慿
富
）
な
ど
多
数
。
◇
の
り
も
た
が
は
ぬ

「
の
り
」
は
「
法
」
で
、

仏
法
に
違
う
と
こ
ろ
が
な
い
、
の
意
。
ま
た
、
馬
に
「
乗
る
」
の
意
も
掛
け
、
乗
り
違

は
な
い
、
つ
ま
り
政
を
間
違
う
こ
と
の
な
い
、
の
意
も
含
む
。
こ
の
言
い
回
し
を
用
い

た
歌
例
に
「
い
か
に
し
て
言
ひ
あ
ら
は
さ
ん
法
の
道
と
に
も
か
く
に
も
た
が
ふ
言
の

葉
」
（
新
千
載
集
・
釈
教
・
八
五
一
・
顕
遍
）
、
句
例
に
「
い
に
し
へ
の
法
に
違
は
ぬ

鉢

叩

」（
誹
諧
独
吟
集
・
二
三
四
・
立
圃
）
が
あ
る
。

は
ち
た
た
き

〔
作
者
〕
水
野
贇
賢
（
尾
張
・
名
古
屋
）

一
一
句
。

窂
人
な
れ
ば

穴
冠
ぬ
ぎ
て
乗
初
や
午
の
年

の
り

と
し

148

作
者
不
知

〔
句
意
〕
穴
冠
を
取
り
は
ら
っ
て
乗
り
初
め
を
し
ま
す
。
牛
で
は
な
い
午
の
年
の
正
月

を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
穴
冠
ぬ
ぎ
て

詞
書
に
「
窂
人
な
れ
ば
」
と
あ
る
。
「
窂
」
は
「
牢
」
の

異
体
字
で
、
穴
冠
を
取
る
と
「
牛
」
の
字
に
な
る
。
こ
れ
を
、
「
穴
冠
ぬ
ぎ
て
」
と
表

現
し
た
句
。
「
穴
冠
」
を
用
い
た
句
例
は
見
出
せ
な
い
が
、
部
首
を
用
い
た
句
に
「
年

の
緒
の
糸
篇
に
冬
は
終
哉
」
（
崑
山
集
・
七
五
七
四
・
友
我
）
、
「
生
玉
法
印
庭
の
杉

を
」
と
い
う
詞
書
の
あ
る
「
色
か
へ
ぬ
木
へ
ん
に
久
し
寺
の
秋
」
（
境
海
草
・
五
八
一

・
寸
計
）
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
一
句
の
中
に
「
冠
」
と
「
初
」
の
字
が
あ
る
の
で
、

い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
五
号
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初
冠
を
し
た
ば
か
り
の
若
者
が
乗
初
め
を
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
◇
乗
初

そ
の
年

初
め
て
馬
や
乗
り
物
に
乗
る
こ
と
。
句
例
に
「
麟
な
る
哉
乗
初
の
駒
君
が
春
」
（
時
勢

粧
・
一
五
四
〇
・
牧
恕
円
）
、
「
乗
初
の
舟

漕

出

て
比
良
の

嵩

」
（
同
・
三
七
八

（
こ
ぎ
い
で
）

（
だ
け
）

六
・
宗
甫
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
作
者
未
詳
。

年
の
午
や
た
つ
門
松
の
大
夫
黒

149

江
戸
住
友
助

〔
句
意
〕
午
の
年
に
立
つ
門
松
は
、
義
経
の
愛
馬
大
夫
黒
の
よ
う
に
大
き
く
て
黒
々
と

し
た
姿
を
見
せ
て
い
ま
す
。

〔
解
釈
〕
◇
年
の
午

午
年
の
意
。
こ
の
表
現
を
用
い
た
句
に
「
見
初
ぬ
る
暦
や
年
の

午
じ
る
し
」
（
年
代
不
知
歳
旦
発
句
集
・
二
三
一
・
重
貞
、
寛
永
一
九
〈
一
六
四
二
〉

年
歳
旦
発
句
集
・
四
〇
四
・
同
、
毛
吹
草
・
三
八
七
・
同
）
が
あ
る
。
◇
た
つ
門
松

こ
の
言
い
回
し
を
用
い
た
句
に
「
両
方
に
立
つ
門
松
や
千
々
の
春
」
崑
山
集
・
一
六
二

・
直
昌
）
が
、
「
午
（
馬
）
」
と
「
門
松
」
を
結
ぶ
句
に
「
来
る
年
の
馬
つ
な
ぎ
か
ら

門
の
松
」
（
年
代
不
知
歳
旦
発
句
集
・
四
七
・
正
平
）
が
あ
る
。
◇
大
夫
黒

『
類
舩

集
』
「
薄
墨
」
の
項
に
「
判
官
の
大
夫
黒
と
い
ひ
し
馬
は
も
と
の
名
を
薄
墨
と
申
し
な

り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
大
夫
黒
」
は
源
義
経
の
愛
馬
の
名
。
『
平
家
物
語
』
「
嗣
信
最

期
」
で
は
、
屋
島
合
戦
で
討
ち
死
に
し
た
佐
藤
嗣
信
を
弔
う
際
、
源
義
経
が
経
を
読
ん

だ
僧
に
「
判
官
五
位
尉
に
な
ら
れ
し
時
、
五
位
に
な
し
て
、
大
夫
黒
と
よ
ば
れ
し
馬
」

を
与
え
た
と
あ
る
。
ま
た
、
秦
の
始
皇
帝
が
泰
山
で
雨
宿
り
を
し
た
松
に
五
大
夫
の
位

を
授
け
た
と
い
う
故
事
か
ら
（
『
桜
川
注
釈
』(

一)

参
照
）
、
五
大
夫
は
松
の
別

16

名
。
こ
の
句
で
は
、
こ
の
故
事
を
基
に
、
「
門
松
」
の
「
松
」
か
ら
「
大
夫
黒
」
の

「
大
夫
」
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
「
大
夫
黒
」
を
用
い
た
歌
例
、
句
例
は
共
に
見
出

せ
な
い
。

〔
作
者
〕
江
戸
住
友
助
（
武
蔵
・
江
戸
）

一
句
。

来
る
年
や
馬
よ
り
お
り
て
門
の
礼

く

と
し

150

松
賀
紫
塵

〔
句
意
〕
こ
れ
か
ら
や
っ
て
来
る
の
は
午
年
で
す
。
私
も
馬
か
ら
降
り
て
門
口
で
年
賀

の
挨
拶
を
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
ょ
う
。

〔
解
釈
〕
◇
来
る
年

こ
の
言
い
回
し
を
用
い
た
句
例
に
「
来
る
年
の
馬
樽
か
く
む
朝

が
す
み
」
（
崑
山
集
・
二
八
八
・
清
成
）
、
「
来
る
年
の
馬
つ
な
ぎ
か
や
門
の
松
」
（
年

代
不
知
歳
旦
発
句
集
・
四
七
・
正
平
）
な
ど
が
あ
る
。
「
来
る
」
は
「
繰
る
」
を
掛
け

る
か
。
◇
馬
よ
り
お
り
て

こ
の
表
現
を
用
い
た
句
に
「
村
の
梅
馬
よ
り
下
て
酒
買

ん
」
（
俳
諧
勧
進
牒
・
一
一
一
・
コ
谷
）
が
あ
る
。
◇
門
の
礼

門
口
で
年
賀
の
挨
拶

を
す
る
こ
と
。
句
例
に
「
門
礼
の
い
ざ
こ
と
と
は
ん
都
草
」
（
年
代
不
知
歳
旦
発
句
集

・
二
八
七
・
政
時
）
、
「
門
礼
や
飾
松
さ
へ
立
ち
な
が
ら
」
（
続
山
井
・
一
三
〇
四
・
蝉

吟
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
松
賀
紫
塵
（
陸
奥
・
岩
城
）

参
照
。
一
八
一
句
。

137

※
（
よ
し
だ
・
け
ん
い
ち
／
い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
）

※
（
ま
つ
も
と
・
あ
さ
こ
／
日
本
文
学
）
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田
健
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・
松
本
麻
子
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桜
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三
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